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第３四半期決算短信 補足資料
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本資料で記述している将来予測および業績予想は、現時点で入手

可能な情報にもとづき当社が判断した予想であり、潜在的なリス

クや不確実性が含まれています。そのため、様々な要因の変化に

より実際の業績は記述している将来見通しとは大きく異なる結果

となる可能性があることを御承知おき下さい。

※金額は表示単位未満切捨てで表示しております。



3

１．２０１０年第３四半期業績ハイライト

１）売上高
◇ 国内日用消費財市場で発売した新製品が順調に推移するとともに産業需要

の回復や海外事業の売上高の増加等により前年同期比２.８％増、
２,３４７億２千８百万円となりました。

◇ 国内は、新型インフルエンザ沈静化や一般用医薬品の市場規模縮小により
ヘルスケア事業が伸びなやみましたが、新製品「トップＮＡＮＯＸ」をは
じめ洗濯用液体洗剤が好調に推移したハウスホールド事業、産業需要の回
復を受けた化学品事業および建設請負業を中心とするその他事業が前年同
期の売上を上回り堅調に推移しました。全体の売上高は前年同期比１.４
％増となりました。

◇ 海外は、洗濯用洗剤とオーラルケアを中心に各国共通ブランドおよび各国
の独自ブランドの育成に取り組み、前年同期比２ケタ増となりました。

２）営業利益
◇ 新製品への積極的なマーケティング投資により競争費用が増加しましたが

国内外の売上高増加に加え、製造原価や物流費の低減を中心としたトータ
ルコストダウンの積極的な推進により、前年同期比１９.８％増の３７億

９千８百万円となりました。
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△4.7△0.265.395.65ＥＰＳ(円)

△4.8△0.714.515.2四半期純利益

18.47.347.440.0経常利益

19.86.237.931.7営業利益

2.863.32,347.22,283.9売上高

率（％）額

前年増減
2010年
1－9月

2009年
1－9月

（単位：億円）

２．２０１０年第３四半期業績ハイライト

【全社業績概要】
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３．２０１０年第３四半期業績ハイライト

【営業利益増減要因】
（単位：億円）

37

31

＋29

＋21

＋2

Δ33

Δ13

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

2010年1-9月営業利益

その他費用増

競争費用増

原油・植物油脂の影響による粗利増

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄﾀﾞｳﾝ（原価、物流）

売上増による粗利増

2009年1-9月営業利益

◇国内外とも新製品への積極的なマーケティング投資を行い競争費用が増加しましたが、売上増
による粗利増や製造原価の低減、物流費のコストダウンを進め、営業利益は対前年同期比
6億円の増加となりました。
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◇国内売上高は、新製品が好調なハウスホールド事業、化学品事業およびその他事業が好調に
推移し、27億円の増加となりました。

◇海外売上高はタイを中心に重点分野である洗濯用洗剤とオーラルケアの売上が順調に推移し、
前年同期比10.7％増となりました。

19.86.237.931.72.863.32,347.22,283.9連 結 計

5.30.12.52.4－－－－消去又は全社

21.06.135.429.22.863.32,347.22,283.9計

△70.9△9.84.013.910.735.5368.4332.8海 外

104.316.031.315.31.427.71,978.81,951.1国 内

率（％）額率（％）額

増減2010年
1－9月

2009年
1－9月

増減2010年
1－9月

2009年
1－9月

営業利益売上高

４．２０１０年第３四半期業績ハイライト

【所在地別】
（単位：億円）
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△67.1△0.80.41.2－－－－消去または会社

19.86.237.931.72.863.32,347.22,283.9連 結 計

－2.52.3△0.1115.123.544.020.4そ の 他

－1.7△6.1△7.916.526.4186.2159.8化 学 品

171.09.114.55.33.135.11,169.71,134.6ハウスホールド

△19.4△6.426.733.2△2.3△21.8947.2969.0ヘルスケア

率（％）額率（％）額

増減2010年
1－9月

2009年
1－9月

増減2010年
1－9月

2009年
1－9月

営業利益売上高

◇ヘルスケア事業は、新製品が好調に推移したオーラルケア事業分野が増収となりましたが、新型インフル
エンザ沈静化の影響を受けたビューティケア事業分野が大幅減収となり、全体でも減収となりました。

◇ハウスホールド事業は、国内では、高付加価値新製品が好調なファブリックケア事業分野が前年をかなり
上回るとともに、海外でも、タイやｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙで洗濯用洗剤が伸張し、全体では増収増益となりました。

◇化学品事業は、国内外製造業の需要回復に伴い、全体では26億円の増収となりました。
◇その他事業は、建設請負業が好調に推移し、前年を大幅に上回る増収となりました。

５．２０１０年第３四半期業績ハイライト

【事業別】
（単位：億円）
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６．２０１０年の業績予想

※平成２２年２月１０日に公表いたしました通期の連結業績予想については変更しておりません。
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当社参入主要４４市場計 対前年同期比（％）市場環境（家庭品）

〈参考資料〉
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